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地域共生社会推進本部の設置
令和 2 年度新任職員紹介

特 集

新年度になりました！
　今年度も、社協だより「ふれあい」を
通して、地域や社協の活動を発信して参
ります。
　特集では、地域共生社会推進本部の設
置と新任職員を一人一人の写真とコメン
トを添えてご紹介します。

４月１日　東広島市社会福祉協議会辞令交付式
（総合福祉センターにて）
� 【関連記事】５ページ
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令和２年度東広島市社会福祉協議会　事業計画
　今日、地域住民が抱える生活課題が多様化・複雑化し、社会的孤立、生活困窮、ひきこもり、8050 問題など、
分野ごとの既存の制度やサービスだけでは、解決が困難な課題が一層顕在化しており、国においては、「断ら
ない相談」「社会とのつながりや参加の支援」「地域づくり」に向けた支援を一体的に展開する旨の方針が示
されています。
　本会では、こうした動きに対応するため、「第３次地域福祉活動計画」に基づいた取り組みを進めるととも
に、令和２年３月に東広島市が策定した「第３次東広島市地域福祉計画」と相互に連携・協働し、地域共生社
会の実現に向けた地域づくりの活動を進めていきます。
　共に支え合い、住み慣れた地域で暮らせる地域づくり活動に取り組み、社協の使命を
果たすべく、事業の着実な推進に努めてまいります。

❶ 地域共生社会の実現
　本市における地域共生社会の実現を図る
ため、東広島市をはじめ様々な機関・団体等
と連携し、地域の見守り・支え合い活動の推
進や活動の場づくり、包括的な相談支援体制
づくりを行います。

❷ 地域福祉活動計画の推進
　「我が事・丸ごと地域共生社会の実現」を
基本理念に掲げた「第 3 次地域福祉活動計画

（H29 〜 R3）」に基づいた取り組みを進める
とともに、令和 2 年 3 月に東広島市が策定し
た「第 3 次東広島市地域福祉計画」と相互に
連携・協働し、次の基本目標を柱に、地域共生
社会の実現に向けた地域づくりの取り組み
を推進します。
○�「場づくり」では、10 の日常生活圏域に配

置している生活支援コーディネーターを
中心に、各地域の課題解決に向けて協議・
検討を行います。

○�「活動づくり」では、住民主体による福祉活
動を推進し、地域課題に対応する様々な活
動を創出します。

○�「人づくり」では、様々な世代が生活の中で福祉に触れ、学び、活動できる取り組みを推進し、地域社会の中で
誰もが「担い手」になれる地域づくりをめざします。

○�「つながりづくり」では、社会福祉施設や関係専門職等とのネットワークを強化するとともに、地域住民をは
じめ、企業・NPO・大学等と連携したボランティア活動を推進します。

○�「安心づくり」では、本市における包括的支援体制の構築に向けた取り組みに参画するとともに、社協の強み
を生かした相談支援や福祉サービスの提供に努めます。

❸ 第 3 次中期経営計画の推進
　「地域福祉の中核を担う人材の育成」、「組織運営の強化と地域から信頼される組織づくり」、「安定した経営
と持続可能な経営基盤づくり」という 3 つの経営戦略に基づく重点計画により、職員研修体制の整備、事務事
業の効率化、財政基盤の強化などに取り組み、計画の着実な推進に努めてまいります。

❹ 介護保険事業の経営改善
　介護保険事業等の事業所経営では、地域から信頼され、選ばれる事業となるよう、サービスの質の向上に努め
るとともに、北部地域の居宅サービスのあり方や障害者の相談体制について検討を行い、より一層の効率的運
営などの経営の改善に努めます。

東広島市がめざす“地域共生社会づくり”の全体イメージ

重 点 施 策

（第３次東広島市地域福祉計画より抜粋）
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収入総額
1,007,776
（単位：千円）

前期末支払資金残高
24,222（2.40%）

その他の収入
2,396（0.24%）

受取利息配当金収入
1,385（0.14%）

医療事業収入
19,394（1.92%）

障害福祉サービス等
事業収入
72,920（7.24%）

就労支援事業収入
4,634（0.46%）

介護保険
事業収入
296,313
（29.40%）

負担金収入 330（0.03%）
事業収入 15,279（1.52%）

貸付事業収入
300（0.03%）

受託金収入
375,410
（37.25%）

経常経費
補助金収入
175,961
（17.46%）

寄附金収入
8,218（0.82%）

会費収入 11,014（1.09%）

固定資産取得支出
0（0%）

ファイナンス・リース債務の返済支出
14,586（1.45%）

助成金支出
15,053（1.49%）
貸付事業支出
300（0.03%）
就労支援事業
支出
4,634（0.46%）

支出総額
1,007,776
(単位:千円)

予備費
5,000（0.50%）事務費支出

　75,079
　  （7.45%）

事業費支出
160,843
（15.96%）

人件費支出
732,131
（72.65%）

積立資産支出
150（0.02%）

当期末支払
資金残高
0（0.00%）

サロンで助け合いゲームを実施しました

令和２年度 当初予算
法人全体予算 　1,007,776 千円　（前年度比 -0.24％）

(単位:千円)

事業区分 当初予算額 前年度当初予算 前年対比(%)
社 会 福 祉 事 業 956,762 958,543 −0.19%
公 益 事 業 51,014 51,694 −1.32%

合　計 1,007,776 1,010,237 −0.24%

令和２年

会費500円は…
●34円 場づくりへ（地域サロン活動）
●16円 活動づくりへ（地区社協活動）
●26円 人づくりへ
　（熟年大学・地域福祉教育）

●57円 つながりづくりへ
　（あったか応援センター・福祉まつり）

●18円 安心づくりへ
　（権利擁護センター）

●49円 広報啓発活動へ
　（社協だより）

●300円 全体の６割を地区社協へ
　（翌年度の地区社協活動助成金として活用）

●社協の会員（会費）とは…
　社協は、市民の皆様と一緒になって、地域の人をひとりぼっちにさせないよう共に支え合い、
安心して暮らせる地域づくりを推進しています。一人でも多くの市民の皆様に社協活動にご賛同
いただき、社協会員として「あったか笑顔のまちづくり」にご支援とご協力をお願いいたします。

令和元年度 社協会費の実績報告と令和２年度 社協会員募集のお願い

●一般会費の主な使いみち（令和２年度当初予算より）

【収入の部】 【支出の部】
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●令和元年度のご報告　ご協力ありがとうございました。
会費区分 対　　　　象 年額（1口） 令和元年度実績
一般会費 市内の世帯構成員 500円 8,296,150円 16,593口
賛助会費 社会福祉事業関係者・社会福祉団体構成員など 1,000円 1,054,000円 1,054口
特別会費 市内に事業所を有する法人・個人など 5,000円 730,000円 146口
団体会費 社会福祉施設・社会福祉団体など 3,000円 315,000円 105口

※内部取引金額　53,147千円は除いて掲載しています。
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